
船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１０月２１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２１年８月１日 ０２時３０分ごろ 

発生場所 東京都三宅村大久保浜沖 伊豆岬灯台から真方位０３７°１,２５０ｍ

付近 

（概位 北緯３４°０７.３′ 東経１３９°２９.９′） 

事故調査の経過 平成２１年１２月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）を指名した。  

原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

漁船 三野
み の

丸、６.６０トン  

ＴＫ２－１６３０（漁船登録番号）、個人所有 

１０.５０ｍ（Lr）×３.３０ｍ×０.９６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、３８２.４６kＷ、昭和６０年５月２７日 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ６４歳 

一級小型船舶操縦士 

  免 許 登 録 日 昭和５４年１１月１６日 

  免許証交付日 平成１９年１１月７日 

         （平成２４年１１月８日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 船底～船側外板損傷、シューピース折損、舵板曲損、プロペラ軸曲損、

プロペラ翼曲損、主機濡損 

事故の経過  本船は、船長ほか５人が乗船し、東京都三宅島阿
あ

古
こ

漁港を出航して、

同島大久保浜沖の漁場に向かった。 

船長は、三宅島大防鼻の東方沖で、出航後の時間経過から、仕掛けて

いた刺し網の沖に到達したものと思い、同刺し網に近づくつもりで、右

転し、操舵室の天井から頭を出したところ、刺し網の場所を示すボンデ

ンに付けた明かりがまだ先にあり、予定の位置より１００ｍほど手前で

あることに気付いたが、その直後、船底から衝撃音が聞こえ、船体が大

きく揺れた。 

 船長は、機関を後進にかけ、乗揚箇所からの離脱を試みたが、船内に

浸水が認められたので、携帯電話で漁協に乗揚げを通報し、救助を依頼

した。 

船長及び乗組員は、岩礁伝いに陸に避難した。 

本船は、クレーン船によって吊り上げられ、陸揚げされたのち、廃船

とされた。 
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気象・海象 気象：８月１日０２時 天気 曇、風向 北東、風力 ３、 

   気温 ２２.８℃、視程 約１５km 

海象：波高 約１～１.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期   

その他の事項 本船は、船体のやや後部に船室と操舵室を配置し、レーダーとＧＰＳ

プロッターを装備していた。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させていたが、レンジ

の切り替えなどの操作がよく分からないため、刺し網の場所に近づくと

きには、使用していなかった 

船長は、前日の夕方に仕掛けた刺し網のボンデンに灯火を付けてお

り、本事故時、この灯火と大久保浜の灯火を目標にして刺し網に接近す

るつもりでいたが、出航後の経過時間から、刺し網の沖に到着したと思

った。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

本船は、三宅島北部の大久保浜沖において、

仕掛けていた刺し網に接近しようとして右転し

た際、浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

船長は、刺し網の場所を示すボンデンの灯火

や大久保浜の灯火を目標にして、刺し網に接近

することとしていたが、出航後の時間経過から

刺し網の沖に到着したものと思い込み、予定場

所の手前で大久保浜に向けて右転したものと考

えられる。 

船長が、右転する前に、ボンデンの灯火や大

久保浜の灯火を確認していれば、本事故の発生

を回避できた可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、三宅島北部の大久保浜沖において刺し網に

接近しようとした際、出航後の時間経過から刺し網の沖に到着したもの

と思い込んで予定場所の手前で右転したため、大久保浜に向けて航行

し、浅瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




